
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
２
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
年
早
々
に
飛
び
込
ん
で
来
た
ニ
ュ
ー

ス
、
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
は
、
米
国
が
多
く
の

国
か
ら
批
判
を
受
け
る
と
共
に
、
高
市

首
相
は
な
ぜ
批
判
を
し
な
い
の
か
、
と

い
う
日
本
の
同
盟
国
と
し
て
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
事
態
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
平
和
を
願
う
労
働
組
合
の
仲

間
の
団
結
で
政
治
闘
争
へ
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
、
物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃

上
げ
を
獲
得
し
、
働
く
人
が
豊
に
、
幸

せ
に
な
る
社
会
を
み
ん
な
で
実
現
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
１
月
１
０
日

（
土
）
の
旗
び
ら
き
に
は
組
織
内
外
か

ら
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
、
２
６
春
闘

勝
利
に
向
け
た
士
気
を
高
め
合
い
ま
し

た
。
石
塚
委
員
長
代
行
の
主
催
者
挨
拶

に
続
き
、
東
京
地
評
井
澤
智
事
務
局
長
、

顧
問
弁
護
士
の
笹
山
尚
人
弁
護
士
（
東

京
法
律
事
務
所
）
、
前
衆
議
院
議
員
宮

本
徹
さ
ん
、
日
本
共
産
党
田
中
と
も
子

都
議
会
議
員
、
建
設
政
策
研
究
所
市
村

昌
利
専
務
理
事
、
建
設
首
都
圏
共
闘
会

議
上
間
正
央
事
務
局
長
、
首
都
圏
交
運

共
闘
会
議
林
悦
夫
事
務
局
長
、
建
交
労

中
央
本
部
福
富
保
名
書
記
次
長
に
ご
挨

拶
頂
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建
設
・
関
連
部

会
の
仲
間
が
集
う
「
わ
り
か
ん
歌
う
会
」

が
今
年
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
盛
り
上
げ
、
三
多
摩
支
部
八
王
子

学
童
保
育
分
会
の
小
池
享
子
さ
ん
と
清

水
裕
美
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
全
体
が
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
気
分
は
常
夏
ハ
ワ
イ

に
！
お
楽
し
み
福
引
抽
選
会
で
景
品
を

獲
得
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
神
田
支
部
上
村
執
行
委

員
長
を
は
じ
め
準
備
に
ご
協
力
頂
い
た

仲
間
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
２
月
８
日
（
日
）
１
３
時
～

第
３
１
回
東
京
都
本
部
委
員
会
を
東
京

ト
ラ
ッ
ク
健
保
会
館
（
半
蔵
門
駅
・
市
ヶ

谷
駅
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非

多
く
の
ご
参
加
を
！

【
書
記
長

笹
原

和
樹
】

１
月
１
１
日
（
月
）
建
交
労
首
都
圏

運
輸
基
本
集
団
交
渉
団
（
神
田
支
部
、

中
央
通
運
支
部
、
豊
島
運
送
支
部
、
京

橋
運
送
分
会
、
浅
井
分
会
、
中
央
運
輸

統
合
分
会
、
日
生
流
通
支
部
、
埼
玉
合

同
支
部
教
宣
文
化
社
分
会
、
埼
玉
合
同

支
部
堀
切
運
輸
分
会
）
は
、
２
６
春
闘

に
向
け
て
、
集
交
団
と
し
て
の
統
一
要

求
や
行
動
な
ど
を
確
認
・
検
討
す
る
春

闘
討
論
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭

に
上
村
団
長
（
神
田
支
部
執
行
委
員
長
）

の
挨
拶
と
中
央
本
部
鈴
木
正
明
書
記
次

長
が
「
建
交
労
２
０
２
６

年
春
闘
と
適
正
化
２
法
、

過
労
死
認
定
の
た
た
か
い
」

と
題
し
て
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
鈴
木
洋
平
事
務

局
長
（
教
宣
文
化
社
分
会

書
記
長
）
か
ら
、
２
５
春

闘
の
到
達
点
と
２
６
春
闘

方
針
（
案
）
と
し
て
、
賃

上
げ
は
一
人
４
９
０
０
０

円
を
求
め
る
、
定
年
制
を
６
５
歳
と
す

る
、
全
労
働
者
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
を
１
１
時
間
と
す
る
、
現
行
退
職
金

基
準
の
１
０
％
引
き
上
げ
る
な
ど
、
要

求
内
容
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
の

統
一
要
求
書
は
２
月
１
日
（
日
）
の
建

交
労
中
央
委
員
会
を
経
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
「
２
６
春
闘
勝
利
を
目
指
す

た
め
の
５
つ
の
取
り
組
み
に
全
力
を
挙

げ
る
」
と
し
て
、
①
要
求
の
根
拠
と
な

る
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
組
合
員
参
加

で
集
約
す
る
。
②
２
月
２
日
（
月
）
の

中
央
労
使
共
同
行
動
は
労
使
が
一
体
と

な
り
業
界
改
善
を
要
請
す
る
。
③
３
月

５
日
（
木
）
の
建
交
労
中
央
行
動
は
春

闘
で
の
要
求
実
現
と
業
界
改
善
を
め
ざ

し
、
省
庁
交
渉
と
議
員
要
請
へ
積
極
的

に
参
加
す
る
。
④
３
月
に
開
催
す
る
首

都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
、
ト
ラ
ッ

ク
職
場
に
お
け
る
春
闘
と
国
民
的
要
求

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
世
論
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
全
職
場
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
を

出
す
。
⑤
４
月
３
日
（
金
）
全
国
ト
ラ
ッ

ク
部
会
統
一
行
動
設
定
日
は
東
京
・
埼

玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
で
議
論
し
組
織
拡
大

や
ト
ラ
ッ
ク
情
勢
ア
ピ
ー
ル
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
む
。
な
ど
集
交
団
と
し
て

の
行
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
各
職
場

か
ら
出
さ
れ
た
退
職
金
制
度
の
改
正
や

定
年
延
長
、
福
利
厚
生
の
拡
充
な
ど
の

個
別
課
題
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
交
渉
に
生
か
し
ま
す
。
２
６
春
闘
勝

利
に
向
け
奮
闘
し
ま
す
！

【
集
交
団

団
長

上
村

誠
】
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２
６
春
闘
勝
利

東
京
都
本
部
２
０
２
６
年
新
春
旗
び
ら
き
開
催

あ
た
ら
し
い
年
を

働
く
人
が
豊
に

幸
多
き
１
年

に
な
る
よ
う
に

私
た
ち
の
団
結
で
各
職
場

の
要
求
前
進
と
２
６
春
闘
勝
利
を
目
指
し
て



１
月
６
日
（
火
）
全
労

連
・
国
民
春
闘
共
闘
や
東

京
地
評
・
東
京
春
闘
共
闘

に
結
集
す
る
労
働
組
合
は
、

都
内
で
一
斉
宣
伝
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
２
０
２

６
年
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ニ

コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大

統
領
と
そ
の
妻
の
身
柄
を

拘
束
す
る
と
い
う
、
平
和

と
は
程
遠
い
幕
開
け
と
な

り
ま
し
た
。
新
宿
駅
南
口

で
は
東
京
地
評
井
澤
智
事

務
局
長
な
ど
が
第
一
声
で

「
日
本
に
置
き
換
え
れ
ば

高
市
首
相
が
突
然
他
の
国

に
拉
致
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
い

か
な
る
事
情
を
考
慮
し
よ
う
と
も
、

他
国
へ
の
一
方
的
な
武
力
侵
攻
な
ど

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
を
願
う

労
働
組
合
の
立
場
か
ら
断
固
批
判
す

る
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

建
交
労
か
ら
は
中
央
本
部
、
建
築

設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
、
神
田
支

部
、
鉄
道
東
京
、
都
本
部
の
仲
間
が

駆
け
付
け
、
福
富
保
名
中
央
書
記
次

長
が
物
価
高
騰
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。
「
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
い
物
を

す
る
度
に
会
計
金
額
の
高
さ
に
驚
く
。

物
価
高
騰
以
上
の
賃
上
げ
が
急
務
で

あ
り
、
労
働
組
合
に
加
盟
し
て
一
緒

に
要
求
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
春

闘
で
は
、
各
職
場
・
地
域
に
お
い
て

労
働
時
間
の
短
縮
と
、
大
幅
賃
上
げ

の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
職

場
で
は
非
組
合
の
働
く
仲
間
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
広
げ
働
く
方
の
全
体
の
声

と
し
て
要
求
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

１
１
月
１
２
日
（
水
）

東
京
建
設
・
関
連
部
会
は

第
２
７
回
定
期
総
会
を
リ

モ
ー
ト
併
用
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
建
築
士

の
業
務
報
酬
適
正
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
、

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え

分
会
の
仲
間
と
部
会
が
協

力
し
て
は
た
ら
く
み
ん
な

の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
新

建
築
家
技
術
者
集
団
の
仲

間
の
事
務
所
に
直
接
訪
問

し
て
協
力
依
頼
を
す
る
な

ど
、
組
織
拡
大
に
向
け
て

大
切
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

建
設
・
関
連
部
会
が
京
都
で
開
催
し

た
第
６
回
建
築
設
計
交
流
集
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
、
要
求
を
精
査
し
て
要

請
行
動
に
発
展
す
べ
き
と
い
う
声
や
、

業
界
団
体
と
懇
談
し
て
一
致
し
た
要

求
で
運
動
を
広
め
る
べ
き
と
い
う
、

現
状
報
告
か
ら
踏
み
込
ん
だ
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
東
京
と
全
国
が

連
携
し
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
事

を
確
認
し
ま
し
た
。
【
東
京
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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１
月
１
４
日
（
水
）
全
労
連
・
国
民

春
闘
共
闘
や
東
京
地
評
・
東
京
春
闘
共

闘
は
、
２
０
２
６
年
春
闘
勝
利
を
目
指

し
、
厚
労
省
前
宣
伝
、
経
団
連
包
囲
行

動
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
労
連
の
秋
山

議
長
は
経
団
連
前
で
「
毎
年
こ
の
場
所

で
大
幅
賃
上
げ
の
声
を
挙
げ
て
い
る
。

加
え
て
残
業
時
間
短
縮
、
そ
し
て
、
軍

需
産
業
で
経
済
活
性
化
を
は
か
っ
て
は

な
ら
な
い
と
訴
え
た
い
。
労
働
分
配
率

が
下
が
る
一
方
、
大
手
の
内
部
留
保
は

積
み
増
し
さ
れ
、
株
主
配
当
も
増
額
、

労
働
者
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
る
世
代
に
は
金
利

上
昇
が
直
撃
、
最
賃
ぎ
り
ぎ
り
で
働
く

非
正
規
労
働
者
の
生
活
改
善
が
必
要
。

全
国
一
律
最
賃
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

経
団
連
は
我
々
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
吉
田
事
務
局

長
は
「
株
価
が
上
が
る
の
は
結
構
だ
が

働
く
者
の
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な
い
事

が
問
題
だ
。
会
社
は
『
賃
上
げ
の
た
め

の
原
資
が
な
い
』
と
言
う
が
、
株
主
配

当
増
配
や
海
外
へ
の
進
出
を
す
す
め
て

お
り
、
原
資
が
無
い
な
ど
言
い
訳
だ
。

利
益
は
労
働
者
が
働
い
て
生
み
出
し
た

も
の
。
経
団
連
は
責
任
を
果
た
せ
」
と

訴
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、

東
京
土
建
、
全
印
総
連
の
仲
間
が
決
意

表
明
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
春
闘
は
発
注
者
や
顧
客
に

対
し
堂
々
と
契
約
額
の
増
額
を
訴
え
る
、

そ
の
基
盤
を
労
働
組
合
の
要
求
提
出
か

ら
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■１月２８日（水）１９時～２６国民春闘

総決起集会／なかのゼロホール（中野駅）

■１月３１日（土）１３時半

～２月１日（日）第２７回建交労中央委

員会／浅草・台東区民会館

■２月 ８日（日）１３時～第３１回東京

都本部委員会／東京トラック健保会館

（半蔵門駅・市ヶ谷駅）

■３月 ５日（木）１０時～建交労中央行

動／ビジョンセンター赤坂・会議室

組合掲示板

「
職
場
の
悩
み
は
一
人
で
か
か
え
ず
労

働
組
合
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！
」
東
京

建
設
・
関
連
部
会
は
、
都
本
部
主
催
の

宣
伝
行
動
を
中
野
駅
北
口
広
場
で
開
催

し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ビ
ラ
２
５
０
枚
を
配

布
し
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
界

に
つ
い
て
ダ
イ
ワ
ー
ド
ユ
ニ
オ
ン
分
会

の
畠
中
博
資
さ
ん
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
状
態
の
確

認
や
管
理
組
合
組
織
の
運
営
、
大
規
模

修
繕
工
事
や
ペ
ッ
ト
飼
育
等
の
専
門
委

員
会
の
設
置
と
運
営
な
ど
、
居
住
上
の

問
題
解
決
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
は
労
働

集
約
型
産
業
で
あ
り
、
管
理
棟
数
が
増

え
て
も
利
益
は
さ
ほ
ど
増
大
せ
ず
、
競

争
力
強
化
の
た
め
賃
金
の
抑
制
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
、
長
時
間
労
働
が
常
態
化
す

る
傾
向
に
あ
る
。
成
果
主
義
の
賃
金
制

度
が
導
入
さ
れ
、
適
正
な
評
価
が
行
わ

れ
な
い
会
社
も
少
な
く
な
い
。
労
働
組

合
を
つ
く
り
一
緒
に
業
界
を
改
善
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
建
築
士

の
低
賃
金
や
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
建

築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
の
伏
谷
政

幸
委
員
長
は
「
建
物
を
設
計
・
監
理
す

る
建
築
士
は
施
主
の
予
算
を
守
り
希
望

を
実
現
し
景
観
や
資
源
も
守
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
適
正
な
業
務

報
酬
実
現
の
た
め
組
合
に
加
盟
し
て
業

界
を
改
善
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
の
六
神

要
さ
ん
に
よ
る
三
線
の
演
奏
と
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
自
民
党
裏
金
問
題
を
批
判
し

た
「
裏
金
賛
歌
」
を
合
唱
し
て
中
野
駅

利
用
客
に
「
一
緒
に
社
会
を
変
え
よ
う
！
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
【
東
京
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】


